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＜目的＞ 

 有明海湾奥西部深水域(図-1)に建設予定のタイラギ人工漁場造成

水域を対象とした水理・水質に関 する長期モニタリングを通して、

有明海にかかる基礎情報の収集を目的とした。 

＜結果＞ 

・底層の平 均DO濃度と平均流速、平均水温の関係より、8月に表

層と底層の水温差が生じ、底層の平均DO濃度が低下するととも

に、平均流速も低下している(図-3)。 

・山西ら (2003)は同地点の調査

結果より底層付近での流速と

SSの関係は、巻上げが上げ潮

期の流速増加時に顕著となり、

下げ潮時はむしろ SSが滞留・

沈降傾向にあることを示して

いる。これより、上記のDO

濃度の低下が、水温差（密度

差）の増加と流速減少に伴う

鉛直混合の低下、懸濁物の沈降に伴うDO消費により生じたものと推察される。 

・流速と Chl-a/ssの変動を調査した結果、底層の流速が 0.25cm/sを越えると流速と Chl-a/ssの関係が

明瞭となった。 
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